
　
　

５
月
14
日
・
15
日
、
宮
崎
県
え

び
の
市
と
熊
本
県
菊
池
市
を
視
察

し
ま
し
た
。
え
び
の
市
で
は
、
閉

校
と
な
っ
た
小
学
校
を
最
低
限
の
改

修
で
再
活
用
し
、
農
業
体
験
と
宿

泊
が
で
き
る
施
設
に
し
て
い
ま
す
。

地
元
農
家
と
の
連
携
で
農
業
体
験

や
地
産
食
材
の
提
供
を
行
い
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
や
企
業
研
修
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。
民
間
な
ら
で
は
の
柔

軟
な
発
想
と
コ
ス
ト
を
抑
え
た
運
営

が
特
徴
で
し
た
。
一
方
、
菊
池
市
は
、

約
２
億
円
の
整
備
費
を
か
け
て
廃
校

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
地
元
住
民
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
組
織
し
指
定
管
理
で
運
営
し

て
い
ま
す
。
施
設
は
充
実
し
て
い
ま

す
が
、
条
例
で
利
用
料
金
が
安
価

に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
収
益
面
で

の
課
題
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

両
事
例
か
ら
学
ん
だ
の
は
、
廃

校
の
利
活
用
に
は
、
地
域
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
地
域
資
源
を
活
か
す
工
夫

が
重
要
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し

た
。熊

本
県
八
代
市
へ
５
月
８
日
・
９

日
と
管
外
行
政
視
察
を
実
施
し
ま

し
た
。
過
疎
化
と
少
子
化
が
急
激

に
進
行
し
て
い
る
地
域
で
、
投
票

所
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
厳
し
い
地
区

の
方
々
を
対
象
に
、
選
挙
人
等
の

投
票
環
境
を
確
保
す
る
目
的
で

「移

動
期
日
前
投
票
所
」
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

翌
日
は
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
つ
い
て

調
査
を
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
で

は
、
令
和
４
年
12
月
か
ら

「デ
ジ

タ
ル
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
推
進
事
業
」
の

実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
事
業

の
運
営
は
、
市
が
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
運

営
会
社
と
契
約
し
、
運
営
会
社
が

市
の
医
師
会
に
委
託
。
医
師
会
が

医
療
機
関
に
委
託
と
の
こ
と
で
す
。

高梁国際ホテル運営協議会設置に関する陳情書　
※「継続審査」に対する採決

陳情第 2 号

※議長は採決には加わりません。 　※他の議案は全会一致となりました。

物価上昇に見合う老齢基礎年金等の引き上げを求める請願請願第 3 号

現在の 「健康保険証」 の存続を求める請願請願第 4 号
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高梁市病院･診療所等使用料及び手数料条例の一部を改正する条例議案第64号

少人数学級の拡充及び教職員定数改善、「カリキュラムオーバーロード」の改善を
はかるための、2026 年度政府予算等に係る意見書採択を求める請願

請願第 2 号

専決処分の承認を求めることについて議案第62号

件　　　　　　　名議案番号

高梁市議会だより　第63号 6高梁市議会だより　第63号7

全
て
の
議
案
に
賛
成
だ
が
、
請

願
第
２
号
に
つ
い
て
委
員
長
報
告
は

不
採
択
で
あ
る
が
、
採
択
を
求
め

る
立
場
で
討
論
に
参
加
す
る
。
少

人
数
学
級
の
拡
充
及
び
教
職
員
定

数
改
善
、
「カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
オ
ー
バ
ー

ロ
ー
ド
」
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
全

国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国

町
村
長
会
が
提
言
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
採
択
を
希
望
す
る
。
石

田
市
長
を
は
じ
め
執
行
部
は
市
民

の
声
を
、
市
政
に
反
映
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

ま
た
、
議
案
第
64
号
は
ひ
だ
ま

り
苑
の
食
事
に
関
す
る
条
例
改
正

だ
が
、
物
価
高
騰
等
の
状
況
に
よ

り
食
費
の
値
上
げ
は
仕
方
な
い
が
、

食
事
の
質
は
担
保
す
る
こ
と
を
申
し

添
え
る
。　

す
べ
て
の
議
案
、
請
願
、
陳
情

に
対
し
、
委
員
長
報
告
を
了
と
し
、

賛
成
の
立
場
で
あ
る
が
、
議
案
第

67
号
の
災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン

討　論

金
尾

恭
士

議
員

プ
自
動
車
取
得
に
関
す
る
落
札
率
が

99
・
３
％
と
高
落
札
率
で
あ
る
こ
と

は
疑
問
で
あ
り
、
予
定
価
格
の
事
前

公
表
等
、
対
策
を
求
め
る
こ
と
を

申
し
添
え
る
。
ま
た
、
陳
情
第
２

号
に
つ
い
て
、
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
運

営
協
議
会
設
置
に
賛
成
す
る
が
、

高
梁
市
よ
り
多
額
の
公
金
が
入
っ
て

い
る
た
め
、
契
約
延
長
に
つ
い
て
、

経
営
計
画
書
に
基
づ
く
経
営
改
善
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。

議
案
７
件
の
う
ち
、
議
案
第
62

号
と
、
議
案
第
64
号
の
２
件
に
つ
い

て
は
い
ず
れ
も
市
民
負
担
を
考
慮

し
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行

う
。
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
委

員
長
報
告
を
了
と
す
る
。
ま
た
、

請
願
第
１
号
に
つ
い
て
は
委
員
長
報

告
を
了
と
し
、
請
願
第
２
号
、
第

３
号
及
び
第
４
号
は
、
採
択
す
べ
き

で
あ
る
。
陳
情
第
２
号
に
つ
い
て
は
、

委
員
長
報
告
で
は
継
続
審
査
で
あ
る

が
、
本
市
財
政
が
非
常
に
厳
し
い

中
、
決
断
を
急
ぐ
べ
き
と
考
え
る
。

ホ
テ
ル
の
今
後
を
継
続
審
査
と
す
る

こ
と
や
、
協
議
会
設
立
の
議
論
は
、

結
論
を
先
送
り
す
る
も
の
で
、
不
採

択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

議
案
に
つ
い
て
は
全
て
賛
成
の
立

場
だ
が
、
請
願
第
２
号
、
第
３
号

及
び
第
４
号
に
つ
い
て
は
委
員
長
報

告
は
不
採
択
で
あ
る
の
に
対
し
、
採

択
を
求
め
る
立
場
か
ら
討
論
に
参
加

す
る
。

請
願
第
２
号
は
少
人
数
学
級
の
拡

充
、
教
職
員
定
数
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
の
改
善
を
求
め
る

請
願
で
、
多
様
な
児
童
や
生
徒
が
増

え
る
中
、
き
め
細
か
い
学
び
の
た
め

少
人
数
学
級
は
必
須
で
あ
る
。
ま
た

学
習
内
容
が
質
・
量
と
も
に
過
剰
・

過
密
と
な
り
、
児
童
生
徒
や
教
員
に

過
度
な
物
理
的

・
精
神
的
な
負
担
も

か
か
っ
て
お
り
、
こ
の
請
願
は
採
択

す
べ
き
で
あ
る
。

請
願
第
３
号
の
年
金
の
引
き
上
げ

や
請
願
第
４
号
の
健
康
保
険
証
の
継

続
も
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
の
で
採
択

す
べ
き
で
あ
る
。
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通
院
し
づ
ら
い
人
の
た
め
に
、

　

交
通
と
医
療
を
組
み
合
わ
せ

　

た
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
。

熊本県菊池市 きくちふるさと水源交流館

熊本県八代市での研修

宮崎県えびの市 廃校活用施設「アグリテル」




